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劉
劭
『
人
物
志
』
に
お
け
る
「
偏
材
」
と
「
兼
材
」

髙　

橋　

康　

浩

は
じ
め
に

　

劉
劭
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
字
を
孔
才
と
い
い
、
廣
平
郡
邯
鄲
縣
の
人
で
あ
る
。
後
漢
の
建
安
年
間
（
一
九
六
～
二
二
〇
年
）
に
出
仕
し
た
の
ち
、
曹
魏
に
仕
え
、『
皇
覽
』

の
編
纂
、『
都
官
考
課
』
の
作
成
、「
新
律
十
八
編
」
の
制
定
な
ど
に
攜
わ
っ
た
。
そ
の
劉
劭
の
代
表
的
著
作
が
『
人
物
志
』
で
あ
り
、
人
物
の
類
型
と
評
價
基
準
・
方
法
等

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

『
人
物
志
』
に
關
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
關
正
郎
は
、
そ
の
内
容
を
總
合
的
に
整
理
・
考
察
し
、『
人
物
志
』
は
傳
統
的
儒
家
の
政
治
觀
・
聖
人
觀
に
基
づ
く
と
述
べ
る

（
（
（

。

他
方
、
清
水
潔
は
、『
人
物
志
』
が
孔
子
の
言
説
に
啓
發
さ
れ
た
後
、
黄
老
や
公
孫
龍
子
や
韓
非
子
ら
諸
子
の
説
に
學
ぶ
と
こ
ろ
を
十
分
に
折
り
込
ん
で
成
立
し
た
も
の
と
し
、

劉
劭
を
す
ぐ
れ
た
心
理
學
者
、
細
緻
な
る
人
物
鑑
定
家
と
見
な
す

（
（
（

。
一
方
、『
人
物
志
』
を
專
論
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
多
田
狷
介
は
、
明
帝
期
以
降
の
司
馬
懿
の
擡
頭

と
い
う
政
治
狀
況
、
お
よ
び
當
時
の
劉
劭
の
交
友
關
係
を
整
理
し
た
上
で
、
か
れ
を
曹
氏
派
の
實
務
的
立
法
家
と
位
置
づ
け
た

（
（
（

。
ま
た
、
岡
村
繁
は
、
後
漢
末
以
降
の
人
物

評
論
を
追
う
過
程
で
『
人
物
志
』
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
撰
述
意
圖
を
考
察
し
た

（
（
（

。
岡
村
は
、
劉
劭
が
『
人
物
志
』
を
著
す
こ
と
に
よ
り
、
九
品
中
正
制
度
を
再
檢
討
す
る
氣

運
を
先
取
り
し
、
曹
魏
の
君
主
を
絶
對
者
と
し
た
官
僚
體
系
確
立
の
理
論
的
基
盤
を
提
供
し
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、『
人
物
志
』
の
理
論
構
成
・
論
述
手
法
を
評
價
し
、

當
時
の
政
治
的
談
論
の
一
面
を
窺
い
得
る
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
理
想
主
義
に
走
り
す
ぎ
、
觀
念
的
な
空
論
に
墮
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
る
。
本
稿
の
問
題
關
心
か
ら
す
れ

ば
、
多
田
・
岡
村
の
見
解
は
多
く
の
示
唆
に
富
む
。
さ
ら
に
、
東
川
祥
丈
は
、
劉
劭
が
曹
氏
派
の
法
術
官
僚
で
あ
る
と
い
う
多
田
の
見
解
を
繼
承
し
つ
つ
、『
人
物
志
』
に

お
け
る
儒
・
法
・
術
の
「
三
材
」
を
中
心
に
取
り
あ
げ
、
そ
の
法
思
想
の
獨
自
性
を
檢
討
し
た

（
（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
、
劉
劭
『
人
物
志
』
の
人
物
鑑
定
基
準
の
特
徴
を
照
射
し
、
同
書
に
散
見
す
る
「
偏
材
」「
兼
材
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
掛
か
り
と



二

し
て
、
そ
の
人
事
思
想
を
探
る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
物
評
價
の
流
行
お
よ
び
九
品
中
正
制
度
の
成
立
と
い
う
當
時
の
政
治
情
勢
下
に
お
け
る
劉
劭
の
名
聲
主
義

に
對
す
る
視
座
を
明
ら
か
に
し
得
る
と
と
も
に
、
後
漢
末
以
降
に
著
さ
れ
た
一
連
の
人
物
評
論
の
系
譜
に
お
い
て
、『
人
物
志
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
、
德
の
位
置
づ
け

　

劉
劭
が
『
人
物
志
』
を
著
し
た
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
黑
田
亮
は
、
劉
劭
が
明
帝
曹
叡
期
（
二
二
七
～
二
三
九
年
）
に
散
騎
常
侍
に
遷
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
『
人

物
志
』
の
卷
首
に
「
魏
散
騎
常
侍
劉
邵
撰
」
と
あ
る
こ
と
を
以
て
、大
ま
か
に
明
帝
即
位
後
の
成
書
と
述
べ
る
に
と
ど
め
る

（
（
（

。
一
方
、
清
水
潔
は
、
明
帝
の
青
龍
年
間
（
二
三
三

～
二
三
六
年
）
に
夏
侯
惠
が
呈
し
た
劉
劭
推
薦
の
上
疏
に
、「
臣 

數
々
其
の
清
談
を
聽
き
、
其
の
篤
論
を
覽
、
漸
漬
す
る
こ
と
歴
年
、
服
膺
す
る
こ
と
彌
々
久
し
。
實
に
朝

廷
の
爲
に
其
の
器
量
を
奇
と
す
」（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

劉
劭
傳

（
（
（

）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
夏
侯
惠
が
劉
劭
か
ら
直
接
的
に
そ
の
「
篤
論
」
を
聽
き
、
間
接
的
に
著
書
を

閲
覽
し
た
こ
と
を
推
定
す
る
。
か
か
る
主
張
は
、
多
田
狷
介
お
よ
び
岡
村
繁
も
繼
承
し
て
お
り
、
多
田
は
、
夏
侯
惠
に
よ
る
推
擧
の
時
點
で
『
人
物
志
』
の
全
體
に
相
當
す

る
も
の
が
完
成
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

（
（
（

。
ほ
ぼ
一
致
す
る
諸
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
成
書
時
期
は
青
龍
か
ら
景
初
年
間
（
二
三
七
～
二
三
九
年
）
ご
ろ
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
『
人
物
志
』
は
、
九
徴
・
體
別
・
流
業
・
材
理
・
材
能
・
利
害
・
接
識
・
英
雄
・
八
觀
・
七
繆
・
效
難
・
釋
爭
の
全
十
二
篇
で
構
成
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
自
序
を
載
せ

る
。『
人
物
志
』
の
全
體
像
お
よ
び
編
纂
方
針
を
把
握
す
べ
く
、
ま
ず
は
自
序
を
檢
討
す
る
。

①
夫
れ
聖
賢
の
美ほ

む
る
所
、
聰
明
よ
り
美
な
る
は
莫
し
。
聰
明
の
貴
ぶ
所
、
知
人
よ
り
貴
き
は
莫
し
。
知
人 

誠
に
智
な
れ
ば
、
則
ち
衆
材
は
其
の
序
を
得
、
而
し

て
庶
績
の
業 

興
れ
り
。
②
是
を
以
て
聖
人

爻
象
を
著
せ
ば
、
則
ち
君
子
・
小
人
の
辭
を
立
つ
。
詩
の
志
を
敍
せ
ば
、
則
ち
風
俗
・
雅
正
の
業
を
別
つ
。
禮
樂
を
制

す
れ
ば
、
則
ち
六
藝
祗
庸
の
德
を
考
ふ
。
躬

み
づ
か

ら
南
面
す
れ
ば
、
則
ち
俊
逸
輔
相
の
材
を
援ひ

く
。
皆 

衆
善
を
達
し
て
天
功
を
成
す
所
以
な
り
。
天
功 

既
に
成
れ
ば
、

則
ち
並
び
に
名
譽
を
受
く
。
③
是
を
以
て
堯
は
克よ

く
俊
德
を
明
ら
か
に
す
る
を
以
て
稱
を
爲
し
、
舜
は
二
八
を
登
庸
す
る
を
以
て
功
を
爲
し
、
湯
は
有
莘
の
賢
を
拔

く
を
以
て
名
を
爲
し
、
文
王
は
渭
濱
の
叟
を
擧
ぐ
る
を
以
て
貴
と
爲
る
。
此
に
由
り
て
之
を
論
ず
る
に
、
聖
人
の
德
を
興
す
は
、
孰た

れ

か
聰
明
を
人
を
求
む
る
に
勞
し
、

安
逸
を
任
使
に
獲
ざ
る
者
ぞ
。
是
の
故
に
、
④
仲
尼
は
試
み
ず
し
て
、
援
升
す
る
所
無
く
、
猶
ほ
門
人
を
序
し
て
以
て
四
科
と
爲
し
、
泛

あ
ま
ね

く
衆
材
を
論
じ
て
以
て
三

等
を
辨
ず
。
又 

中
庸
を
歎
じ
て
以
て
聖
人
の
德
を
殊
に
し
、
德
を
尚
び
て
以
て
庶
幾
の
論
を
勸
む
。
六
蔽
を
訓
じ
て
以
て
偏
材
の
失
を
戒
め
、
狂
狷
を
思
ひ
て
以

て
拘
抗
の
材
を
通
ず
。
悾
悾
と
し
て
信
無
き
を
疾
み
、
以
て
爲
似
の
保
ち
難
き
を
明
ら
か
に
す
。
又 
曰
く
、
其
の
安
ん
ず
る
所
を
察
し
、
其
の
由
る
所
を
觀
、
以



三

て
居
止
の
行
を
知
る
と
。
人
物
の
察
や
、
此
の
如
く
其
れ
詳
か
な
り
。
是
を
以
て
敢
て
聖
訓
に
依
り
て
人
物
を
志
序
し
、
以
て
遺
忘
を
補
綴
せ
ん
こ
と
を
庶

こ
ひ
ね
がふ

。
惟こ

れ
博
識
の
君
子
は
、
其
の
義
を
裁
覽
せ
よ
（『
人
物
志
』
自
序

( (

(

）。

　

冒
頭
で
は
、
①
聖
賢
が
聰
明
さ
を
最
も
嘉
し
、
そ
の
聡
明
さ
の
中
で
も
人
物
鑑
定
を
最
も
貴
い
も
の
と
す
る
。
續
い
て
②
で
列
擧
さ
れ
る
爻
象
・
詩
志
・
禮
樂
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
儒
教
の
經
典
を
指
す
。
③
で
は
堯
・
舜
・
湯
・
文
王
ら
聖
人
た
ち
が
す
ぐ
れ
た
人
材
を
登
用
し
た
こ
と
、
④
で
は
孔
子
が
弟
子
た
ち
を
序
列
づ
け
た
こ
と
に
觸

れ
、人
物
評
價
を
丹
念
に
行
う
必
要
性
を
述
べ
る
。
一
讀
し
て
分
か
る
よ
う
に
、こ
の
自
序
は
儒
教
の
枠
組
み
か
ら
一
歩
も
出
る
も
の
で
は
な
い
。
後
半
部
分
の
「
四
科
」「
六

蔽
」「
狂
狷
」「
悾
悾
無
信
」
等
々
の
文
言
は
、い
ず
れ
も
『
論
語
』
を
典
據
と
す
る

（
（1
（

。
劉
劭
は
儒
家
の
聖
人
に
な
ら
っ
て
人
物
評
論
を
綴
っ
た
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
視
座
の
も
と
に
著
さ
れ
た
『
人
物
志
』
の
冒
頭
に
は
、
人
物
總
論
と
も
言
う
べ
き
九
徴
篇
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
よ
う
。

蓋
し
人
物
の
本
は
、
情
性
よ
り
出
づ
。
情
性
の
理
は
、
甚
だ
微
に
し
て
玄
な
り
。
聖
人
の
察
に
非
ず
ん
ば
、
其
れ
孰
か
能
く
之
を
究
め
ん
や
。
凡
そ
血
氣
有
る
者
は
、

元
一
を
含
み
て
以
て
質
と
爲
し
、
陰
陽
を
稟
け
て
以
て
性
を
立
て
、
五
行
を
體
し
て
形
を
著
は
さ
ざ
る
は
莫
し
。
…
…
（
九
徴
篇

（
（1
（

）。

　

注
（
4
）
所
掲
岡
村
論
文
は
、「
元
一
」
を
王
充
『
論
衡
』
率
性
篇
に
「
人
の
善
惡
は
、
元
氣
を
共
一
す
。
氣
に
少
多
有
り
、
故
に
性
に
賢
愚
有
り
（
人
之
善
惡
、
共
一

元
氣
。
氣
有
少
多
、
故
性
有
賢
愚
）」
と
あ
る
「
元
氣
」
の
こ
と
と
見
な
す

（
（1
（

。
つ
ま
り
、『
人
物
志
』
も
王
充
の
性
論
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
か
か
る
論
と

と
も
に
九
徴
篇
で
は
、
木
―
骨
―
仁
、
金
―
筋
―
義
、
火
―
氣
―
禮
、
土
―
肌
―
信
、
水
―
血
―
智
と
い
う
よ
う
に
五
行
・
五
常
・
五
德
を
配
し
、
人
間
の
情
性
が
形
質
と

し
て
表
出
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
西
順
臧
は
、「
必
要
な
諸
才
能
を
陰
陽
五
行
的
人
性
論
に
よ
っ
て
分
析
し
配
置
し
た
形
の
も
の
で
あ
っ
て
、
分
析
・
配
置
が
見
事
で
あ

る
だ
け
に
そ
の
空
疎
さ
が
目
だ
つ
」
と
述
べ
る
が

（
（1
（

、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
篇
名
に
も
な
っ
て
い
る
人
間
に
お
け
る
九
つ
の
質
、
す
な
わ
ち
「
九
徴
の

質
」
を
提
示
す
る
。

物 

生
ず
る
は
形
に
有
り
、
形
は
神
精
に
有
り
。
能
く
精
神
を
知
れ
ば
、
則
ち
理
を
窮
め
性
を
盡
く
す
。
性
の
盡
く
る
所
は
、
九
質
の
徵
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
、
平

陂
の
質
は
神
に
在
り
、
明
暗
の
實
は
精
に
在
り
、
勇
怯
の
勢
は
筋
に
在
り
、
彊
弱
の
植
は
骨
に
在
り
、
躁
靜
の
決
は
氣
に
在
り
、
慘
懌
の
情
は
色
に
在
り
、
衰
正
の

形
は
儀
に
在
り
、
態
度
の
動
は
容
に
在
り
、
緩
急
の
狀
は
言
に
在
り
。
其
の
人
と
爲
り
や
、
質
素
平
澹
に
し
て
、
中
は
叡
く
外
は
朗
、
筋
は
勁
く
植
は
固
、
聲
は
清

く
色
は
懌
、
儀
は
正
し
く
容
は
直
、
則
ち
九
徵

皆

至
な
れ
ば
、
則
ち
純
粹
の
德
な
り
。
九
徵

違
有
れ
ば
、
則
ち
偏
雜
の
材
な
り
。
三
度 

同
じ
か
ら
ず
、
其
の
德

は
稱
を
異
に
す
。
故
に
偏
至
の
材
は
、
材
を
以
て
自
ら
名
づ
け
、
兼
材
の
人
は
、
德
を
以
て
目
と
爲
す
。
兼
德
の
人
は
、
更
に
美
號
を
爲
す
。
是
の
故
に
兼
德
に
し

て
至
る
は
、
之
を
中
庸
と
謂
ふ
。
中
庸
な
る
者
は
、
聖
人
の
目
な
り
。
體
を
具
へ
て
微
な
る
、
之
を
德
行
と
謂
ふ
。
德
行
な
る
者
は
、
大
雅
の
稱
な
り
。
一
至
は
、

之
を
偏
材
と
謂
ふ
。
偏
材
は
、
小
雅
の
質
な
り
。
一
徵
は
、
之
を
依
似
と
謂
ふ
。
依
似
は
、
德
を
亂
す
の
類
な
り
。
一
至
一
違
は
、
之
を
間
雜
と
謂
ふ
。
間
雜
は
、
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無
恒
の
人
な
り
。
無
恒
・
依
似
は
、
皆 

風
人
の
末
流
な
り
。
末
流
の
質
は
、
勝
げ
て
論
ず
べ
か
ら
ず
、
是
を
以
て
略
し
て
概
せ
ざ
る
な
り
（
九
徴
篇

（
（1
（

）

　

劉
劭
は
平
陂
・
明
暗
・
勇
怯
・
彊
弱
等
々
の
對
に
な
る
概
念
を
組
み
合
わ
せ
て
九
質
と
し
、
そ
れ
が
神
・
精
・
筋
・
骨
・
氣
・
色
・
儀
・
容
・
言
と
い
っ
た
身
體
面
に
九

徴
と
し
て
現
れ
る
と
す
る
。
具
體
的
に
は
、
そ
の
人
と
な
り
が
質
素
平
淡
、
内
面
は
叡
く
、
外
面
は
明
ら
か
、
筋
は
強
く
、
骨
は
固
く
、
聲
は
清
く
、
面
貌
は
喜
び
、
威
儀

は
正
し
く
、容
止
は
ま
っ
す
ぐ
な
樣
を
い
う
。
か
か
る
九
徴
の
至
違
に
基
づ
い
て
「
純
粹
の
德
」
お
よ
び
「
偏
雜
の
材
」
を
規
定
す
る
一
方
、德
を
基
準
に
し
て
「
兼
德
」（
中

庸
）・「
兼
材
」（
德
行
）・「
偏
材
」（
一
至
）
と
い
う
三
種
の
人
材
を
規
定
し
、
さ
ら
に
末
流
と
し
て
「
依
似
」（
一
徴
）・「
間
雜
」（
一
至
一
違
）
を
位
置
づ
け
る
。
劉
劭
の

人
物
總
論
は
德
行
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
末
流
を
除
い
た
三
種
の
中
で
最
も
下
位
に
置
か
れ
る
「
偏
材
」
に
つ
い
て
、
体
別
篇
に
は
、

夫
れ
學
は
材
を
成
す
所
以
な
り
、
恕
は
情
を
推
す
所
以
な
り
。
偏
材
の
性
は
、
移
轉
す
可
か
ら
ず
。
之
に
教
ふ
る
に
學
を
以
て
す
と
雖
も
、
材 

成
り
て
之
に
隨
ひ

て
以
て
失
す
。
之
に
訓お

し

ふ
る
に
恕
を
以
て
す
と
雖
も
、
情
を
推
し
て
各
々
其
の
心
に
從
ふ
。
信

ま
こ
と

な
る
者
は
信
な
り
と
逆は

か

り
、
詐
な
る
者
は
詐
な
り
と
逆
る
。
故
に
學

は
道
に
入
ら
ず
、
恕
は
物ひ

と

に
周
か
ら
ず
。
此
れ
偏
材
の
益
々
失
す
る
な
り
（
體
別
篇

（
（1
（

）。

と
あ
る
。「
偏
材
」
の
者
に
學
問
を
教
え
て
も
、
材
の
完
成
に
缺
點
が
伴
い
、
恕
を
教
え
て
も
、
人
は
自
ら
の
心
情
に
從
う
も
の
で
、
誠
実
な
人
は
誠
実
さ
を
、
狡
詐
の
人

は
狡
詐
を
基
準
に
他
人
を
推
し
測
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
學
問
は
材
の
強
化
に
は
繫
が
っ
て
も
性
を
匡
正
で
き
ず
、
卻
っ
て
「
偏
材
」
の
缺
點
を
增
す
と
い
う
認
識
を
示

し
、
教
化
を
否
定
す
る

（
（1
（

。
こ
れ
を
以
て
岡
村
繁
は
、
劉
劭
が
人
間
の
才
能
・
性
格
を
固
定
の
も
の
と
捉
え
る
宿
命
的
人
物
觀
を
有
し
、
教
育
無
價
値
論
を
主
張
し
た
と
す
る
。

し
か
し
、
か
か
る
見
解
に
對
し
て
、
八
觀
篇
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

凡
そ
偏
材
の
性
は
、
二
至
以
上
な
ら
ば
、
則
ち
至
質 

相
ひ
發
し
て
、
令
名
生
ず
。
是
の
故
に
、
骨
直
に
し
て
氣
清
な
ら
ば
、
則
ち
休
名 

生
ず
。
氣
清
に
し
て
力
勁

な
ら
ば
、
則
ち
烈
名 

生
ず
。
勁
智
に
し
て
精
理
な
ら
ば
、
則
ち
能
名 
生
ず
。
智
直
に
し
て
彊
愨
な
ら
ば
、
則
ち
任
名 

生
ず
。
端
質
を
集
む
れ
ば
、
則
ち
令
德
濟な

る
。

之
に
學
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
文
理 

灼あ
き

ら
か
な
り
（
八
觀
篇

（
（1
（

）。 

　

本
來
、「
偏
材
」
は
一
至
だ
が
、
時
に
二
つ
以
上
の
至
質
を
有
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
互
に
作
用
し
て
各
種
の
善
名
が
生
じ
、
善
良
な
質
が
集
ま
る
こ
と
で
德
が
完
成

す
る
。
つ
ま
り
、
二
至
以
上
→
名
→
德
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
。
そ
の
上
で
學
問
を
す
れ
ば
文
理
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
至
質
や
德
と
は
、
前
引
の
九
徴
篇
お
よ

び
以
下
の
文
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

骨
の
植
に
し
て
柔
な
る
者
は
、
之
を
弘
毅
と
謂
ふ
。
弘
毅
な
る
者
は
、
仁
の
質
な
り
。
氣
の
清
に
し
て
朗
な
る
者
は
、
之
を
文
理
と
謂
ふ
。
文
理
な
る
者
は
、
禮
の

本
な
り
。
體
の
端
に
し
て
實
な
る
者
は
、
之
を
貞
固
と
謂
ふ
。
貞
固
な
る
者
は
、
信
の
基
な
り
。
筋
の
勁
に
し
て
精
な
る
者
は
、
之
を
勇
敢
と
謂
ふ
。
勇
敢
な
る
者
は
、

義
の
決
な
り
。
色
の
平
に
し
て
暢
な
る
者
は
、
之
を
通
微
と
謂
ふ
。
通
微
な
る
者
は
、
智
の
原
な
り
。
五
質
は
恆
性
な
り
、
故
に
之
を
五
常
と
謂
ふ
（
九
徴
篇

（
（1
（

）。



五

　

「
骨
直
（
骨
植
）」
や
「
氣
清
」
は
、
仁
・
禮
・
信
・
義
・
智
の
儒
教
的
德
性
、
す
な
わ
ち
「
五
質
」（
五
常
）
に
繫
が
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
德
を
基
準
に
し

て
三
種
の
序
列
を
規
定
し
た
九
徴
篇
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
偏
材
」
は
至
質
を
も
と
に
德
を
成
す
こ
と
で
「
兼
材
」
や
「
兼
德
」
に
登
り
得
る
存
在
と
言
え
る

（
（1
（

。
し
た

が
っ
て
、
先
行
研
究
が
述
べ
る
ご
と
く
、
劉
劭
が
人
間
の
才
能
・
性
格
を
固
定
の
も
の
と
捉
え
て
い
た
と
斷
じ
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
德
を
濟
」
し
た
後
に
「
學

を
加
」
え
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
確
か
に
「
偏
材
」
の
ま
ま
な
ら
ば
教
育
は
無
價
値
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
劉
劭
は
德
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
、「
偏
材
」
の
價
値
と
發

展
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
に
端
的
に
表
れ
る
と
お
り
、『
人
物
志
』
は
德
（
德
行
）
と
材
と
の
關
わ
り
を
論
じ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
以
降
、
か
か
る
劉
劭
の

主
張
の
背
後
に
あ
る
思
想
を
探
る
と
と
も
に
、
劉
劭
が
擧
げ
た
「
偏
材
」「
兼
材
」
を
よ
り
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

二
、
偏
材
と
唯
才

　

德
行
の
重
視
は
流
業
篇
に
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
流
業
篇
は
材
に
基
づ
く
職
務
（
業
）
を
系
統
立
て
た
篇
で
あ
り
、
以
下
の
表
は
同
篇
の
内
容
を
も
と
に
作
成
し
た
も

の
で
あ
る

（
（2
（

。
こ
の
類
型
は
他
の
篇
に
も
見
ら
れ
、『
人
物
志
』
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

材

　
　
　

特　
　

徴

官　

職

代
表
的
人
物

清
節
家

德
行
高
妙
に
し
て
、
容
止 

法
る
べ
し
。（
三
材
の
一
）

師
氏
の
任

季
子
・
晏
嬰

法
家

法
を
建
て
制
を
立
て
、
國
を
彊
く
し
人
を
富
ま
す
。（
三
材
の
一
）

司
寇
の
任

管
仲
・
商
鞅

術
家

思
は
通
じ
道
は
化
し
、
策
謀
奇
妙
な
り
。（
三
材
の
一
）

三
孤
の
任

范
蠡
・
張
良

國
體

三
材
を
兼
有
し
、
三
材 

皆 

備
は
る
。
其
の
德
は
以
て
風
俗
を
厲
ま
す
に
足
り
、
其
の
法
は
以
て
天
下
を
正
す
に
足
り
、
其
の

術
は
以
て
廟
勝
を
謀
る
に
足
る
。

三
公
の
任

伊
尹
・
呂
望

器
能

三
材
を
兼
有
し
、
三
材 

皆 

微
な
り
。
其
の
德
は
以
て
一
國
を
率
ゐ
る
に
足
り
、
其
の
法
は
以
て
郷
邑
を
正
す
に
足
り
、
其
の

術
は
以
て
事
宜
を
權は

か

る
に
足
る
。

冢
宰
の
任

子
産
・
西
門
豹

臧
否

清
節
の
流
な
る
も
、
弘
恕
す
る
能
は
ず
、
譏
訶
を
好
尚
し
、
是
非
を
分
別
す
。

師
氏
の
佐

子
夏
の
徒

伎
倆

法
家
の
流
な
る
も
、
創
思
圖
遠
す
る
能
は
ず
。
而
れ
ど
も
能
く
一
官
の
任
を
受
け
、
錯
意
施
巧
す
。

司
空
の
任

張
敞
・
趙
廣
漢



六

　

太
枠
で
示
し
た
よ
う
に
、
劉
劭
は
人
の
三
材
と
し
て
清
節
・
法
・
術
を
規
定
し
た
。「
清
節
家
」
は
す
ぐ
れ
た
德
行
、「
法
家
」
は
法
制
の
建
立
と
富
國
、「
術
家
」
は
法

家
思
想
の
「
術
」
で
は
な
く
策
謀
の
立
案
を
指
す
。
三
材
を
兼
有
す
る
か
、
一
材
の
み
か
、
ま
た
材
を
十
分
に
備
え
る
か
、
わ
ず
か
に
有
す
る
か
と
い
う
差
異
の
も
と
、「
國

體
」
か
ら
「
智
意
」
ま
で
五
つ
の
類
型
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
三
材
と
は
別
に
「
文
章
」
か
ら
「
驍
雄
」
の
四
つ
を
設
け
、こ
の
十
二
種
を
以
て
臣
下
の
業
と
す
る
。
つ
ま
り
、

「
國
體
」
と
「
器
能
」
以
外
は
み
な
一
材
に
長
け
た
「
偏
材
」
と
言
え
る
。
か
か
る
類
型
の
特
徴
の
一
つ
は
、
德
行
高
妙
な
「
清
節
家
」
を
材
（
才
）
に
組
み
込
ん
だ
こ
と

に
あ
る
。
儒
教
的
性
行
で
あ
る
德
行
は
、
後
漢
末
以
降
に
隆
盛
す
る
才
性
論
に
お
い
て
、
先
天
的
な
「
性
」
に
區
分
さ
れ
る

（
（2
（

。
そ
れ
を
「
才
」
と
し
た
の
は
、
才
性
論
に
一

石
を
投
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、『
人
物
志
』
成
立
か
ら
數
年
後
、
傅
嘏
・
鍾
會
ら
に
よ
っ
て
「
才
性
四
本
論
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
が
、『
人
物
志
』
は
そ
の
思

想
的
先
驅
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
（2
（

。

　

さ
て
、
流
業
篇
に
い
う
三
材
は
、
と
も
す
れ
ば
儒
家
（
德
）
と
法
家
（
法
）
を
並
列
に
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

（
（2
（

。
も
と
も
と
曹
魏
は
、
創
始
者
の
曹
操
が
後
漢
末
の

弛
緩
し
た
政
治
を
建
て
直
す
た
め
に
法
刑
重
視
の
嚴
格
な
政
治
を
行
い
、
文
帝
曹
丕
期
を
經
て
、
明
帝
曹
叡
期
に
再
び
法
刑
重
視
へ
と
傾
斜
し
た

（
（2
（

。
劉
劭
は
か
か
る
點
を
考

慮
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
九
徴
篇
で
德
行
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
に
、
三
材
の
筆
頭
に
も
「
清
節
家
」
を
擧
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
を
他
の
二
材
よ
り
優
越

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
以
下
の
利
害
篇
よ
り
分
か
る
。
こ
の
篇
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
清
節
家
」「
法
家
」「
術
家
」「
臧
否
」「
伎
倆
」「
智
意
」
の
利
と
害
に
つ
い
て
言
及

す
る
。

夫
れ
清
節
の
業
は
、
儀
容
に
著
は
れ
、
德
行
に
發
す
。
未
だ
用
ゐ
ら
れ
ず
し
て
章
ら
か
、
其
の
道
は
順
に
し
て
化
有
り
。
故
に
其
の
未
だ
達
せ
ざ
る
や
、
衆
人
の
進

む
所
と
爲
る
。
既
に
達
す
る
や
、
上
下
の
敬
ふ
所
と
爲
る
。
其
の
功
は
以
て
濁
を
激
し
清
を
揚
ぐ
る
に
足
り
、
僚
友
に
師
範
た
り
。
其
の
業
爲た

る
や
、
弊
無
く
し
て

常
に
顯
ら
か
、
故
に
世
の
貴
ぶ
所
と
爲
る
（
利
害
篇

（
（2
（

）。

　

德
行
に
基
づ
く
「
清
節
家
」
は
、
ま
だ
世
に
出
ぬ
と
き
は
人
々
に
推
薦
さ
れ
、
世
に
出
れ
ば
上
下
か
ら
敬
わ
れ
る
。
そ
の
功
績
は
濁
を
き
よ
め
て
清
を
明
ら
か
に
し
、
僚

智
意

術
家
の
流
な
る
も
、
創
制
垂
則
す
る
能
は
ず
。
而
れ
ど
も
能
く
變
に
遭
ひ
權
を
用
ゐ
、
權
智 

餘
有
り
、
公
正 

足
ら
ず
。

冢
宰
の
佐

陳
平
・
韓
安
國

文
章

能
く
文
を
屬つ

づ

り
て
著
述
す
。

國
史
の
任

司
馬
遷
・
班
固

儒
學

能
く
聖
人
の
業
を
傳
ふ
る
も
、
而
れ
ど
も
事
を
幹
し
政
を
施
す
能
は
ず
。

安
民
の
任

毛
公
・
貫
公

口
辯

辯
は
道
に
入
ら
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
應
對
資
給
す
。

行
人
の
任

樂
毅
・
曹
丘
生

驍
雄

膽
力 

衆
に
絶
し
、
才
略 

人
に
過
ぐ
。

將
帥
の
任

白
起
・
韓
信



七

友
の
手
本
と
な
る
と
い
う
。
引
用
し
た
文
の
直
後
に
は
「
法
家
」
の
利
害
を
述
べ
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
其
の
功
は
以
て
法
を
立
て
治
を
成
す
に
足
る
。
其
の
弊
や
、
群
枉

の
讎
す
る
所
と
爲
る
。
其
の
業
爲
る
や
、
敝
有
り
て
常
に
は
用
ゐ
ら
れ
ず
、
故
に
功 

大
な
れ
ど
も
終
へ
ず
」
と
あ
り
、
續
い
て
「
術
家
」
の
利
害
と
し
て
、「
其
の
功
は
以

て
籌
を
運め

ぐ

ら
せ
變
に
通
ず
る
に
足
る
。
其
の
退
く
や
、
隱
微
に
藏か

く

る
。
其
の
業
爲
る
や
、
奇
に
し
て
用
ゐ
ら
る
る
こ
と
希ま

れ

に
し
て
、
故
に
或
い
は
沉
微
に
し
て
章
ら
か
な
ら

ず
」
と
あ
る

（
（2
（

。
前
者
は
統
治
を
成
し
得
る
と
い
う
功
績
が
あ
る
も
、
人
々
の
仇
と
な
り
、
そ
の
事
業
は
常
用
さ
れ
な
い
。
後
者
は
策
謀
を
め
ぐ
ら
せ
て
變
化
に
通
ず
る
に
は

十
分
だ
が
、
そ
の
事
業
は
神
奇
で
ま
れ
に
し
か
用
い
ら
れ
ぬ
た
め
、
沈
み
隱
れ
て
現
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
各
類
型
の
利
害
兩
面
を
提
示
す
る
が
、「
清

節
家
」
の
み
肯
定
的
な
評
價
に
終
始
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
清
節
家
」
の
流
で
あ
り
な
が
ら
、
德
行
を
十
全
に
備
え
ぬ
「
臧
否
」
に
つ
い
て
は
、

臧
否
の
業
は
、
是
非
に
本
づ
き
、
其
の
道
は
廉
に
し
て
且
つ
砭
な
り
。
故
に
其
の
未
だ
達
せ
ざ
る
や
、
衆
人
の
識
る
所
と
爲
る
。
已
に
達
す
る
や
、
衆
人
の
稱
す
る

所
と
爲
る
。
其
の
功
は
以
て
是
非
を
變
察
す
る
に
足
る
。
其
の
蔽
や
、
詆
訶
の
怨
む
所
と
爲
る
。
其
の
業
爲
る
や
、
峭き

び

し
く
し
て
裕
な
ら
ず
、
故
に
或
い
は
先
に
得

れ
ど
も
後
に
衆
に
離
る
（
利
害
篇

（
（2
（

）。

と
あ
る
。「
臧
否
」
の
事
業
は
是
非
に
基
づ
き
、
そ
の
道
は
清
廉
に
し
て
よ
く
戒
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
世
に
出
る
前
か
ら
人
々
に
知
ら
れ
、
世
に
出
て
は
人
々
か
ら

稱
贊
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
し
り
と
が
め
た
者
よ
り
怨
ま
れ
た
り
、
そ
の
事
業
は
嚴
し
く
不
寛
容
ゆ
え
に
、
始
め
は
良
く
て
も
後
に
離
叛
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
。『
人
物
志
』

は
德
行
に
重
き
を
置
く
が
、
多
少
な
り
と
も
德
行
を
有
し
て
さ
え
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
劉
劭
は
、「
清
節
家
」
の
流
で
あ
る
「
臧
否
」、「
法
家
」
と
そ
の

流
で
あ
る
「
伎
倆
」、「
術
家
」
と
そ
の
流
で
あ
る
「
智
意
」
の
五
種
に
は
、
利
だ
け
で
な
く
害
も
認
め
る
が
、
一
材
の
み
で
も
「
清
節
家
」
は
例
外
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

れ
ら
と
は
別
に
、
三
材
を
有
す
る
「
國
體
」
と
「
器
能
」
は
、
天
下
や
一
國
一
邑
を
治
め
得
る
者
と
し
て
い
る
。『
人
物
志
』
に
お
け
る
十
二
種
の
類
型
は
、「
兼
材
」、
と

り
わ
け
「
國
體
」
に
高
い
評
價
を
與
え
つ
つ
、「
偏
材
」
な
が
ら
も
德
行
を
十
分
に
備
え
る
「
清
節
家
」
の
價
値
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
偏
材
」
と
「
兼
材
」
の
對
比
お
よ
び
德
行
重
視
の
人
事
思
想
は
、
か
つ
て
劉
劭
自
身
が
仕
え
た
曹
操
の
唯
才
主
義
に
一
つ
の
要
因
を
求
ら
れ
よ
う
。
曹
操
は

漢
代
の
登
用
法
と
は
大
き
く
異
な
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
が
唯
才
主
義
で
あ
り
、
建
安
十
五
（
二
一
〇
）
年
以
來
、
三
度
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
發
令
し
た
。
以
下
は

一
回
目
の
も
の
で
あ
る
。

（
建
安
）
十
五
年
春
、
令
を
下
し
て
曰
く
、「
…
…
若
し
必
ず
廉
士
に
し
て
而
る
後
に
用
ゐ
る
べ
く
ん
ば
、
則
ち
齊
桓
は
其
れ
何
を
以
て
か
世
に
霸
た
る
。
今 

天
下

に
褐
を
被き

て
玉
を
懷
き
て
渭
濱
に
釣
る
者
有
る
こ
と
無
き
を
得
ん
や
。
又 

嫂
を
盜
み
金
を
受
け
て
未
だ
無
知
に
遇
は
ざ
る
者
無
き
を
得
ん
や
。
二
三
子
は
其
れ
我

を
佐た

す

け
て
仄
陋
を
明
揚
し
、
唯
だ
才 

是
れ
擧
げ
よ
。
吾 

得
て
之
を
用
ゐ
ん
」
と
（『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀

（
（2
（

）。

　

曹
操
は
廉
潔
の
士
で
な
か
っ
た
管
仲
、
貧
し
い
身
な
り
の
呂
尚
、
嫂
と
密
通
し
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
陳
平
を
例
に
擧
げ
、
才
を
以
て
登
用
基
準
に
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
。



八

渡
邉
義
浩
は
、
唯
才
主
義
が
儒
教
的
性
行
を
基
準
に
登
用
す
る
と
い
う
漢
代
の
鄕
擧
里
選
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
、
三
度
の
唯
才
主
義
の
發
令
と
前
後
し
て

孔
融
・
荀
彧
・
崔
琰
ら
著
名
な
「
名
士
」
を
殺
害
す
る
こ
と
で
、
漢
を
正
統
化
し
て
い
た
儒
教
に
打
擊
を
與
え
た
も
の
と
捉
え
る

（
（2
（

。
首
肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
。
曹
操
は
こ

れ
を
掲
げ
、
人
事
に
お
い
て
性
行
と
才
を
切
り
離
し
た
。
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
た
三
人
は
、
い
ず
れ
も
『
人
物
志
』
流
業
篇
に
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
呂
尚
は
「
國
體
」
に

當
た
る
。
劉
劭
か
ら
す
れ
ば
、
自
序
で
擧
げ
て
い
る
聖
人
の
文
王
に
仕
え
て
師
と
な
っ
た
呂
尚
は
、
さ
す
が
に
德
才
兼
備
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
管
仲
は
「
法

家
」、
陳
平
は
「
智
意
」
に
相
當
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
人
物
志
』
が
唯
才
主
義
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
繰
り
返
す
が
、
劉
劭
は
三
材
の
筆
頭
に
德
行

の
「
清
節
家
」
を
組
み
込
み
、
そ
れ
に
高
い
價
値
を
與
え
た
。
流
業
篇
に
見
え
る
十
二
種
の
類
型
は
、
曹
操
の
唯
才
主
義
を
儒
教
的
枠
組
み
の
中
で
捉
え
直
す
試
み
と
も
言

え
る
。『
人
物
志
』
は
曹
操
の
い
う
唯
才
を
「
偏
材
」
に
措
定
し
て
適
應
す
る
任
を
定
め
た
。
そ
う
し
て
「
偏
材
」
の
價
値
を
一
定
程
度
認
め
な
が
ら
も
、德
才
兼
備
の
「
兼

材
」
よ
り
下
位
に
序
列
づ
け
る
こ
と
で
、
唯
才
主
義
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
名
聲
主
義
へ
の
批
判

　

劉
劭
は
三
材
の
中
で
も
德
行
を
十
全
に
備
え
る
「
清
節
家
」
を
筆
頭
と
す
る
こ
と
で
、
儒
家
と
し
て
の
あ
り
方
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
さ
ら
に
特
定
の
分
野
に
長
け
た

「
偏
材
」
よ
り
も
、
德
行
を
備
え
る
「
兼
材
」
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
性
行
不
問
で
才
の
み
を
重
視
し
た
唯
才
主
義
に
對
す
る
提
言
を
行
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
劉
劭
が
唯
才

主
義
に
反
發
し
た
陳
羣
・
司
馬
懿
ら
の
派
閥
に
與
す
る
者
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
岡
村
繁
が
す
で
に
論
じ
て
お
り
、
岡
村

は
、『
人
物
志
』
が
君
主
を
聖
人
と
規
定
す
る
こ
と
、
本
稿
の
一
で
觸
れ
た
よ
う
に
夏
侯
惠
が
劉
劭
を
評
價
し
て
明
帝
に
推
薦
し
た
こ
と
、
そ
し
て
『
三
國
志
』
卷
九 

夏
侯

尚
傳
附
夏
侯
玄
傳
に

（
（3
（

、

夫
れ
才
を
官
し
人
を
用
ゐ
る
は
、
國
の
柄
な
り
。
故
に
銓
衡
を
ば
臺
閣
に
專
ら
に
す
る
は
、
上
の
分
な
り
。
孝
行
は
閭
巷
に
存
し
、
優
劣
を
ば
之
を
鄕
人
に
任
す
る
は
、

下
の
敍
な
り
。
夫
れ
教
を
清
く
し
選
を
審
か
に
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
其
の
分
敍
を
明
ら
か
に
し
、
相
ひ
渉
ら
し
め
ざ
る
に
在
る
の
み
。

と
あ
る
こ
と
を
以
て
、
劉
劭
が
九
品
中
正
制
度
を
再
檢
討
す
る
氣
運
を
先
取
り
し
た
と
す
る
。
曹
氏
派
に
連
な
る
夏
侯
玄
は
、
人
事
權
を
「
臺
閣
」、
す
な
わ
ち
皇
帝
直
屬

の
尚
書
に
集
中
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
正
官
と
中
央
政
府
の
職
分
の
辨
別
を
説
き
、
九
品
中
正
制
度
の
運
用
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
如
上
の
岡
村
の
主
張
に
は

筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
岡
村
の
論
證
に
補
足
す
る
形
を
取
り
な
が
ら
、『
人
物
志
』
で
名
聲
主
義
に
對
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
事
例
を
擧
げ
、

九
品
中
正
制
度
を
含
め
た
當
時
の
人
事
運
用
の
あ
り
方
を
照
射
し
て
み
た
い
。



九

　

ま
ず
一
例
は
七
繆
篇
に
伺
え
る
。
そ
も
そ
も
『
人
物
志
』
は
人
物
評
價
を
愼
重
に
何
度
も
行
う
べ
き
こ
と
を
説
く
。
な
ぜ
な
ら
、
評
價
の
際
に
た
び
た
び
誤
り
得
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
を
詳
細
に
論
じ
た
の
が
以
下
の
文
で
あ
る
。

一
に
曰
く
、
譽
を
察
す
る
に
偏
頗
の
繆
有
り
。
二
に
曰
く
、
物
に
接
す
る
に
愛
惡
の
惑
有
り
。
三
に
曰
く
、
心
を
度
る
に
大
小
の
誤
有
り
。
四
に
曰
く
、
質
を
品
す

る
に
早
晚
の
疑
有
り
。
五
に
曰
く
、
類
を
變
す
る
に
同
體
の
嫌
有
り
。
六
に
曰
く
、
材
を
論
ず
る
に
申
壓
の
詭
有
り
。
七
に
曰
く
、
奇
を
觀
る
に
二
尤
の
失
有
り
。

夫
れ
采
訪
の
要
は
、
多
少
に
在
ら
ず
。
然
れ
ど
も
質
を
徴
す
る
に
不
明
な
る
者
は
、
耳
を
信
じ
て
敢
て
目
を
信
ぜ
ず
。
故
に
人 

以
て
是
と
爲
せ
ば
、
則
ち
心
は
隨

ひ
て
之
を
明
ら
か
に
す
。
人 

以
て
非
と
爲
せ
ば
、
則
ち
意
は
轉
じ
て
之
に
化
す
。
嫌
ふ
所
無
き
と
雖
も
、
意
は
疑
ふ
こ
と
有
る
が
若
し
。
且
つ
人 

物
を
察
す
る
に
、

亦
た
自
づ
か
ら
誤
り
有
り
。
愛
憎 

之
を
兼
ぬ
れ
ば
、
其
の
情
は
萬
原
な
り
。
其
の
本
を
暢の

べ
ざ
れ
ば
、
胡な

ん

ぞ
必
ず
し
も
信
ず
べ
け
ん
。
是
の
故
に
、
人
を
知
る
者

は
目
を
以
て
耳
を
正
す
。
人
を
知
ら
ざ
る
者
は
耳
を
以
て
目
を
敗
る
。
故
に
州
閭
の
士
、
皆

譽
め
皆

毀そ
し

る
も
、
未
だ
正
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
七
繆
篇

（
（3
（

）。

　

人
物
鑑
定
時
に
起
こ
る
七
つ
の
過
誤
と
し
て
、
そ
の
筆
頭
に
、
聲
望
に
基
づ
い
て
取
り
立
て
る
際
に
偏
り
が
生
ず
る
こ
と
、
第
二
に
、
交
際
に
よ
る
愛
憎
の
惑
い
を
指
摘

す
る
。
加
え
て
引
用
末
尾
の
傍
線
部
分
は
、
自
ら
の
耳
目
を
以
て
人
物
鑑
定
す
べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
鄕
里
に
お
け
る
評
判
が
必
ず
し
も
正
鵠
を
射
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
中
正
官
の
鑑
定
が
十
全
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
後
掲
す
る
明
帝
の
批
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
黨
派
性
を
有
し
た
評
價

と
實
態
と
に
乖
離
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
さ
ら
に
七
繆
篇
に
は

（
（3
（

、

雋
傑
な
る
者
は
、
衆
人
の
尤い

う

な
り
。
聖
人
な
る
者
は
、
衆
尤
の
尤
な
り
。
其
の
尤
の
彌い

よ

々い
よ

出
づ
る
者
は
、
其
の
道 

彌
々
遠
し
。
故
に
一
國
の
雋
、
州
に
於
て
輩
と

爲
す
も
、
未
だ
第
と
爲
す
を
得
ざ
る
な
り
。
一
州
の
第
は
、
天
下
に
於
て
椳

と
ぼ
そ

と
爲
す
。
天
下
の
椳
は
、
世
々
優
劣
有
り
。
是
の
故
に
衆
人
の
貴
ぶ
所
、
各
々
其
の
己

よ
り
出
づ
る
の
尤
を
貴
び
、
而
し
て
尤
の
尤
と
す
る
所
を
貴
ば
ず
。
是
の
故
に
衆
人
の
明
は
、
能
く
輩
士
の
數
を
知
れ
ど
も
、
而
る
に
第
目
の
度
を
知
る
能
は
ず
。

輩
士
の
明
は
、
能
く
第
目
の
度
を
知
る
も
、
出
尤
の
良
を
識
る
能
は
ざ
る
な
り
。
出
尤
の
人
は
、
能
く
聖
人
の
教
へ
を
知
る
も
、
之
を
究
め
て
室
の
奧
に
入
る
能
は

ざ
る
な
り
。
是
に
由
り
て
之
を
論
ず
る
に
、
人
物
の
理
は
、
妙
な
る
こ
と
得
て
窮
む
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。

と
あ
る
。
い
さ
さ
か
難
解
だ
が
、
傍
線
部
の
「
一
國
」
と
は
、「
州
」
と
の
對
比
で
あ
る
か
ら
郡
國
の
こ
と
で
あ
り
、「
一
國
の
雋
」
と
は
、
郡
の
中
正
官
に
よ
っ
て
鑑
定
さ

れ
た
人
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
輩
」
と
「
第
」
に
つ
い
て
、
伏
俊
璉
譯
書
は
、
一
般
の
人
材
・
等
級
と
解
釋
し
、
多
田
譯
書
は
そ
れ
ぞ
れ
群
輩
・
品
第
と
譯
す

（
（3
（

。
だ

が
、
こ
こ
は
九
品
中
正
制
度
の
「
輩
」
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。「
輩
」
と
は
、
別
の
人
物
と
比
較
し
て
そ
の
人
物
を
位
置
づ
け
る
評
價
方
法
の
こ
と
で
、
四
字
句
の

人
物
評
語
た
る
「
狀
」
と
と
も
に
中
正
官
が
定
め
る
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。「
第
」
は
鄕
品
の
高
位
、
い
わ
ゆ
る
上
第
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
國
の
俊
英
を
州
レ
ベ
ル
で
他
者

と
比
較
し
て
評
價
す
る
も
、
そ
の
人
物
は
上
第
を
得
ら
れ
ず
、
州
レ
ベ
ル
の
上
第
で
あ
っ
て
よ
う
や
く
天
下
の
椳
、
つ
ま
り
樞
要
を
あ
ず
か
る
人
材
た
り
得
る
の
で
あ
る

（
（3
（

。



一
〇

ま
た
、
一
般
人
の
聰
明
さ
で
は
、
比
較
對
象
た
る
「
輩
」
の
士
の
命
數
を
知
れ
る
の
み
で
、
そ
の
人
物
の
品
第
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
そ
の
「
輩
」
の
士
の
聰
明

さ
で
は
標
準
的
な
品
第
の
ほ
ど
を
知
れ
て
も
、
よ
り
傑
出
し
た
人
士
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
は
中
正
官
の
鑑
識
眼
に
對
す
る
批
判
と
取
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
も
っ
と
一
般
的
な
意
味
で
、
人
は
自
身
よ
り
や
や
す
ぐ
れ
た
人
物
を
評
價
で
き
て
も
、
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
人
物
を
評
價
で
き
な
い
こ
と
の
喩

え
と
し
て
、
郡
國
・
州
・
天
下
の
三
段
階
を
擧
げ
て
い
る
と
も
解
釋
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
七
繆
篇
は
人
物
評
價
の
難
し
さ
と
限
界
を
説
い
て
お
り
、
な
れ
ば
こ

そ
、
鑑
定
を
職
掌
と
す
る
中
正
官
と
九
品
中
正
制
度
の
限
界
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
名
聲
主
義
や
人
物
評
價
は
、
當
時
の
君
主
明
帝
も
ま
た
批
判
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。『
三
國
志
』
卷
二
十
二 

盧
毓
傳
に

（
（3
（

、

此
れ
よ
り
前
、
諸
葛
誕
・
鄧
颺
ら
名
譽
を
馳
せ
、
四
聰
八
達
の
誚
有
り
、（
明
）
帝 

之
を
疾
む
。
時
に
中
書
郎
を
擧
ぐ
る
に
詔
し
て
曰
く
、「
其
の
人
を
得
る
と
否

と
は
、
盧
生
に
在
る
の
み
。
選
擧
す
る
に
名
有
る
を
取
る
莫
か
れ
。
名
は
地
に
畫
き
て
餅
を
作
る
が
如
く
、
啖く

ら

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。（
盧
）
毓 

對
へ
て
曰
く
、

「
名
は
以
て
異
人
を
致
す
に
足
ら
ず
、
而
れ
ど
も
以
て
常
士
を
得
べ
し
。
常
士
は
教
へ
を
畏
れ
善
を
慕
ひ
、
然
る
後
に
名
有
り
、
當
に
疾
む
べ
き
所
に
非
ざ
る
な
り
。

愚
臣 

既
に
以
て
異
人
を
識
る
に
足
ら
ず
、
又 

主
つ
か
さ
ど

る
者こ

と

は
正
に
名
に
循
ひ
常
を
案
ず
る
を
以
て
職
と
爲
す
も
、
但
だ
當
に
以
て
其
の
後
を
驗
す
こ
と
有
る
べ
し
。

…
…
」
と
。

と
あ
る
。
明
帝
は
知
識
人
層
の
仲
間
内
で
行
わ
れ
て
い
た
人
物
評
價
を
嫌
い
、
そ
の
名
聲
を
「
畫
餅
」
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
見
な
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
か
か
る
明
帝
の

發
言
の
背
景
に
は
、
黨
派
性
を
有
す
る
名
聲
と
實
際
の
能
力
と
の
乖
離
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
、
盧
毓
は
名
聲
に
よ
れ
ば
傑
物
を
得
ら
れ
ず
と
も
、
一
定
水

準
の
人
物
は
得
ら
れ
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
名
聲
重
視
の
立
場
を
と
る
と
と
も
に
、
中
央
政
府
に
お
い
て
正
し
く
考
査
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
後
で
明

帝
は
劉
劭
に
勤
務
評
定
法
の
作
成
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
人
物
志
』
の
名
聲
主
義
批
判
は
、
明
帝
の
意
向
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

（
（3
（

。

　

で
は
、
い
か
な
る
人
物
が
他
者
を
鑑
定
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
臣
下
の
中
で
は
「
國
體
」
の
人
だ
け
で
あ
る
。

一
流
の
人
は
、
能
く
一
流
の
善
を
識
る
。
二
流
の
人
は
、
能
く
二
流
の
美
を
識
る
。
盡
く
諸
流
を
有
す
れ
ば
、
則
ち
亦
た
能
く
衆
材
に
兼
達
す
。
故
に
兼
材
の
人
は
、

國
體
と
同
じ
。
其
の
一
隅
を
觀
ん
と
欲
す
れ
ば
、則
ち
終
朝
に
以
て
之
を
識
る
に
足
る
。
將
に
其
の
詳
か
な
る
を
究
め
ん
と
す
れ
ば
、則
ち
三
日
に
し
て
後
に
足
る（
接

識
篇

（
（3
（

）。

　

「
一
流
の
人
」
と
は
、
一
材
を
有
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
物
は
一
材
の
者
を
評
價
で
き
、
二
流
で
あ
れ
ば
二
材
の
者
を
評
價
で
き
、
衆
材
を
兼
ね
る
「
國
體
」
は
、

三
日
も
あ
れ
ば
詳
細
に
人
物
を
評
價
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
接
識
篇
は
「
偏
材
」
の
限
界
を
示
し
て
お
り
、
德
行
の
人
も
例
外
で
は
な
い
。「
夫
れ
清
節
の
人
、
正
直
を

以
て
度
と
爲
す
。
故
に
其
の
衆
材
を
歴
る
や
、
能
く
性
行
の
常
を
識
れ
ど
も
、
或
い
は
法
術
の
詭
を
疑
ふ
（
夫
清
節
之
人
、
以
正
直
爲
度
。
故
其
歴
衆
材
也
、
能
識
性
行
之



一
一

常
、
而
或
疑
法
術
之
詭
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
清
節
家
」
で
す
ら
他
者
を
評
價
す
る
に
當
た
っ
て
、
自
ら
の
長
じ
る
基
準
に
依
っ
て
鑑
識
眼
が
歪
む
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、

卻
っ
て
劉
劭
が
「
國
體
」
を
い
か
に
高
く
認
め
て
い
る
か
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
接
識
篇
の
主
張
は
九
品
中
正
制
度
に
ま
っ
た
く
適
さ
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
、
も
し
「
偏
材
」
を
中
正
官
に
就
け
る
と
し
た
ら
、
各
種
の
材
を
配
置
し
て
繰
り
返
し
鑑
定
す
る
必
要
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
評
價
で
き

る
「
兼
材
」
の
「
國
體
」
は
、
流
業
篇
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
三
公
の
任
」、
つ
ま
り
宰
相
級
の
人
材
で
あ
る
。
そ
れ
を
中
正
官
に
す
べ
て
就
け
る
こ
と
は
、
事
實
上
不
可
能

か
つ
無
駄
で
あ
る

（
（3
（

。

　

そ
う
し
た
「
國
體
」
以
外
に
人
物
評
價
の
可
能
な
者
が
君
主
で
あ
っ
た
。『
人
物
志
』
材
能
篇
に
は
、
流
業
篇
と
同
じ
く
「
清
節
家
」
以
下
の
十
二
種
類
の
材
を
述
べ
た

後
で
、

凡
そ
此
を
之
れ
能
く
す
る
は
、
皆 

偏
材
の
人
な
り
。
故
に
或
い
は
能
く
言
ひ
て
行
ふ
能
は
ず
、
或
い
は
能
く
行
ひ
て
言
ふ
能
は
ず
。
國
體
の
人
に
至
り
て
は
、
能

く
言
ひ
能
く
行
ひ
、故
に
衆
材
の
雋
と
爲
す
な
り
。
人
君
の
能
は
此
れ
に
異
な
る
。
故
に
臣
は
自
ら
任
ず
る
を
以
て
能
と
爲
し
、君
は
人
を
用
ゐ
る
を
以
て
能
と
爲
す
。

臣
は
能
く
言
ふ
を
以
て
能
と
爲
し
、
君
は
能
く
聽
く
を
以
て
能
と
爲
す
。
臣
は
能
く
行
ふ
を
以
て
能
と
爲
し
、
君
は
能
く
賞
罰
す
る
を
以
て
能
と
爲
す
。
能
く
す
る

所 

同
じ
か
ら
ず
、
故
に
能
く
衆
材
に
君
た
る
な
り
（
材
能
篇

（
（4
（

）。

と
あ
る
。「
偏
材
」
に
は
、
辯
舌
に
長
け
る
が
行
動
力
の
な
い
者
、
行
動
力
は
あ
っ
て
も
辯
舌
の
苦
手
な
者
が
い
る
が
、「
衆
材
の
雋
」
た
る
「
國
體
」
は
ど
ち
ら
に
も
長
け

る
存
在
で
あ
る
。
劉
劭
は
こ
こ
で
も
「
國
體
」
の
價
値
を
認
め
、
そ
の
上
で
、
臣
下
と
君
主
の
能
に
お
け
る
違
い
を
對
比
さ
せ
て
論
じ
、
君
主
が
衆
材
の
上
位
に
立
つ
存
在

で
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
か
か
る
點
を
以
て
、
注
（
4
）
所
掲
岡
村
論
文
は
、
魏
の
天
子
を
絶
對
的
支
配
者
に
い
た
だ
く
中
央
集
權
的
官
僚
體
系
の
確
立
に
理
論
的
な
基

礎
を
提
供
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
る
。
さ
ら
に
流
業
篇
に
は

（
（4
（

、

主
德
な
る
者
は
、
聰
明
平
淡
に
し
て
、
衆
材
に
総
達
す
れ
ど
も
事
を
以
て
自
ら
任
ぜ
ざ
る
者
な
り
。
是
の
故
に
、
主
道 

立
て
ば
、
則
ち
十
二
材
は
各
々
其
の
任
を

得
る
な
り
。
…
…
是
れ
謂
へ
ら
く
、
主
道 

得
て
臣
道 

序
し
、
官 

方
を
易
へ
ざ
れ
ば
、
而

す
な
は

ち
太
平
は
用も

つ

て
成
れ
り
。
若
し
道 

平
淡
な
ら
ず
、
一
材
に
與く

み

し
て
同と

も

に

好
を
用
ゐ
れ
ば
、
則
ち
一
材
は
權
に
處を

り
、
而
し
て
衆
材
は
任
を
失
せ
り
。

と
あ
る
。
自
序
に
あ
る
と
お
り
「
聰
明
」
は
聖
賢
が
嘉
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
九
徴
篇
に
、「
凡
そ
人
の
質
量
は
、
中
和
を
最
も
貴
し
と
す
。
中
和
の
質
は
、
必
ず
平
淡

無
味
な
り
（
凡
人
之
質
量
、
中
和
最
貴
矣
。
中
和
之
質
、
必
平
淡
無
味
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
和
（
中
庸
）
＝
平
淡
を
最
貴
と
し
、
こ
れ
を
聖
人
と
規
定
す
る
。
そ
し
て

主
道
が
確
立
し
て
こ
そ
、
十
二
種
の
臣
下
の
才
能
は
各
々
そ
の
任
に
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
君
主
が
聰
明
平
淡
で
な
く
、
人
物
が
特
定
の
一
材
ば
か

り
に
偏
る
と
、
權
力
が
そ
こ
に
集
中
し
て
衆
材
は
任
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
物
評
價
を
行
い
得
る
君
主
は
、
常
に
聖
人
た
る
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の



一
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で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
れ
は
曹
魏
の
天
子
を
絶
對
者
に
規
定
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
理
想
的
な
君
主
像
の
提
示
と
い
っ
た
方
が
適
當
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
、

明
帝
は
宮
殿
を
造
營
し
て
奢
侈
に
お
ぼ
れ
た
り
、
德
治
と
は
逆
の
法
刑
を
重
ん
ず
る
政
治
を
執
る
な
ど
、
と
て
も
聖
人
と
は
言
い
難
い
君
主
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
如
上
の
内
容
を
勘

案
す
る
と
、
劉
劭
は
、
中
正
官
に
よ
る
人
物
鑑
定
は
も
ち
ろ
ん
、
廣
く
官
界
に
お
け
る
人
事
の
あ
り
方
を
問
題
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
引
の
盧
毓
傳
に
見
ら
れ
た
明
帝

の
發
言
に
よ
れ
ば
、
當
時
の
官
界
で
は
、
名
聲
と
能
力
・
序
列
の
不
一
致
が
た
び
た
び
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
劉
劭
は
『
人
物
志
』
に
お
い
て
、
自
ら
の
耳
目

を
以
て
丹
念
に
鑑
定
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
す
る
一
方
、
聖
人
で
あ
る
君
主
と
「
國
體
」
で
あ
る
宰
相
級
の
人
物
の
價
値
を
上
位
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
正
し
く

官
僚
を
評
價
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
人
物
志
』
は
、
性
行
不
問
で
才
に
長
け
た
者
を
重
視
す
る
曹
操
の
唯
才
主
義
、
鄕
里
の
評
判
に
基
づ
く
人
物
鑑
定
を
軸
と
す
る
九
品
中
正
制
度

の
あ
り
方
、
有
德
の
天
子
で
は
な
い
明
帝
の
政
治
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ら
現
實
政
治
に
對
す
る
總
括
と
批
判
を
込
め
た
書
と
し
て
の
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

明
帝
の
青
龍
・
景
初
年
間
ご
ろ
の
成
書
と
さ
れ
る
劉
劭
『
人
物
志
』
は
、
古
の
聖
賢
に
な
ら
っ
て
人
物
を
鑑
定
し
登
用
す
る
方
法
と
そ
の
難
し
さ
を
説
く
。
そ
し
て
儒
教

的
價
値
觀
に
基
づ
き
人
間
の
質
を
分
類
し
、
ま
た
「
清
節
家
」「
法
家
」「
術
家
」
の
三
材
を
基
準
と
し
て
、
各
種
の
材
の
偏
・
兼
お
よ
び
微
・
備
に
應
じ
た
能
力
と
任
を
類

型
だ
て
る
。
そ
し
て
特
定
の
材
に
長
け
た
「
偏
材
」
と
複
數
の
材
を
有
す
る
「
兼
材
」
と
を
並
べ
、「
兼
材
」
の
方
に
高
い
價
値
を
認
め
た
。
か
か
る
德
材
兼
備
の
「
國
體
」

を
臣
下
の
中
で
最
上
位
に
位
置
づ
け
る
點
は
、
曹
操
が
掲
げ
た
唯
才
主
義
へ
の
批
判
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
物
評
價
の
際
に
犯
し
や
す
い
過
誤
を
論
じ
る

中
で
、
名
聲
主
義
と
人
物
評
價
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
劉
劭
は
、
聰
明
平
淡
な
る
聖
人
の
君
主
、
あ
る
い
は
「
兼
材
」
の
「
國
體
」
が
人
物
評
價
を

行
う
べ
き
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
人
事
權
を
君
主
側
に
囘
收
す
べ
き
と
い
う
論
理
と
も
言
え
、同
時
に
君
主
が
常
に
聖
人
で
あ
る
べ
き
と
い
う
理
想
像
も
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
特
徴
を
有
す
る
『
人
物
志
』
は
、
先
行
研
究
が
述
べ
る
と
お
り
、
精
緻
で
あ
る
が
ゆ
え
に
空
疎
さ
が
目
立
つ
の
は
確
か
で
あ
る
。
實
際
の
人
物
評
價
の
場
で
適
用

さ
れ
た
形
跡
も
な
く
、
理
念
先
行
と
評
さ
れ
る
の
も
致
し
方
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
そ
の
内
容
に
は
現
實
政
治
や
當
時
の
名
聲
主
義

を
批
判
し
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
正
始
以
後
の
才
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
先
驅
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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注
（
1
）
關
正
郎
「
劉
劭
の
人
物
志
に
つ
い
て
」（『
人
文
科
學
研
究
』
一
一
、
一
九
五
六
年
十
二
月
）。

（
2
）
清
水
潔
「
劉
邵
の
「
人
物
志
」
に
お
け
る
人
物
鑑
識
の
説
に
つ
い
て
」（『
大
阪
大
學
教
養
部
研
究
集
録 

人
文
・
社
會
科
學
』
一
六
、
一
九
六
八
年
十
月
）。
以
下
、
文
中
に
言
及
す
る
清

水
の
論
は
こ
れ
を
指
す
。

（
3
）
多
田
狷
介
「
劉
劭
と
そ
の
考
課
法
に
つ
い
て
」（『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
上
卷
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
、『
漢
魏
晉
史
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
に
所
收
）。
論

題
ど
お
り
、
多
田
は
、
劉
劭
の
「
考
課
法
」（『
都
官
考
課
』）
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
劭
と
夏
侯
惠
の
交
友
の
深
さ
に
言
及
し
、
劉
劭
を
曹
氏
派
と
結
論
づ
け
る
。
以
下
、
文

中
に
言
及
す
る
多
田
の
論
は
こ
れ
を
指
す
。

（
4
）
岡
村
繁
「
劉
邵
の
『
人
物
志
』
に
お
け
る
人
物
論
の
構
想
と
そ
の
意
圖
」（
金
谷
治
編
『
中
國
に
於
け
る
人
間
性
の
探
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
三
年
）。
以
下
、
文
中
に
言
及
す
る
岡
村

の
論
は
こ
れ
を
指
す
。

（
5
）
東
川
祥
丈
「
劉
劭
の
法
思
想
に
つ
い
て 

―
『
人
物
志
』
の
政
治
的
分
業
論
を
手
掛
か
り
に
―
」（『
東
方
學
』
一
〇
五
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）。
こ
の
他
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
、
高
野
淳
一
「
劉
劭
『
人
物
志
』
に
お
け
る
内
と
外
」（『
文
化
』
五
八
―
一
・
二
、
一
九
九
四
年
九
月
）
は
、
人
間
の
内
面
・
外
面
や
自
己
と
他
者
に
關
す
る
劉
劭
の
所
論
を
考
察
し

て
い
る
。

（
6
）
黒
田
亮
『
支
那
心
理
思
想
史
』（
小
山
書
店
、
一
九
四
八
年
）。
こ
の
著
書
は
、『
人
物
志
』
全
體
の
内
容
を
整
理
・
要
約
し
て
い
る
。

（
7
）
臣
數
聽
其
清
談
、
覽
其
篤
論
、
漸
漬
歷
年
、
服
膺
彌
久
、
實
爲
朝
廷
奇
其
器
量
（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

劉
劭
傳
）。

（
8
）
成
書
時
期
に
つ
い
て
、
多
田
は
注
（
2
）
所
掲
清
水
論
文
と
ほ
ぼ
同
一
の
見
解
を
提
示
す
る
が
、
多
田
は
清
水
論
文
を
參
照
し
忘
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
い
る
。

（
9
）
①
夫
聖
賢
之
所
美
、
莫
美
乎
聰
明
。
聰
明
之
所
貴
、
莫
貴
乎
知
人
。
知
人
誠
智
、
則
衆
材
得
其
序
、
而
庶
績
之
業
興
矣
。
②
是
以
聖
人
著
爻
象
、
則
立
君
子
小
人
之
辭
。
敍
詩
志
、
則
別

風
俗
雅
正
之
業
。
制
禮
樂
、
則
考
六
藝
祗
庸
之
德
。
躬
南
面
、
則
援
俊
逸
輔
相
之
材
。
皆
所
以
達
衆
善
而
成
天
功
也
。
天
功
既
成
、
則
並
受
名
譽
。
③
是
以
堯
以
克
明
俊
德
爲
稱
、
舜
以

登
庸
二
八
爲
功
。
湯
以
拔
有
莘
之
賢
爲
名
、
文
王
以
擧
渭
濱
之
叟
爲
貴
。
由
此
論
之
、
聖
人
興
德
、
孰
不
勞
聰
明
於
求
人
、
獲
安
逸
於
任
使
者
哉
。
是
故
、
④
仲
尼
不
試
、
無
所
援
升
、

猶
序
門
人
以
爲
四
科
、
泛
論
衆
材
以
辨
三
等
。
又
歎
中
庸
以
殊
聖
人
之
德
、
尚
德
以
勸
庶
幾
之
論
。
訓
六
蔽
以
戒
偏
材
之
失
。
思
狂
狷
以
通
拘
抗
之
材
。
疾
悾
悾
而
無
信
、
以
明
爲
似
之

難
保
。
又
曰
察
其
所
安
、
觀
其
所
由
、
以
知
居
止
之
行
。
人
物
之
察
也
、
如
此
其
詳
。
是
以
敢
依
聖
訓
、
志
序
人
物
、
庶
以
補
綴
遺
忘
。
惟
博
識
君
子
裁
覽
其
義
焉
（『
人
物
志
』
自
序
）。

な
お
、
本
稿
の
『
人
物
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
王
水
校
注
『
人
物
志
』（
黄
山
書
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
合
わ
せ
て
參
照
し
、
多
田
狷
介
『
中
国
逍

遙 

―
『
中
論
』・『
人
物
志
』
譯
註
他
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
。
譯
注
の
初
出
は
一
九
七
九
・
一
九
八
〇
年
）
の
注
記
を
參
考
に
し
た
。

（
10
）
例
に
擧
げ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
四
科
」
は
先
進
篇
、「
六
蔽
」
は
陽
貨
篇
、「
狂
狷
」
は
子
路
篇
、「
悾
悾
無
信
」
は
泰
伯
篇
を
典
據
と
す
る
。

（
11
）
蓋
人
物
之
本
、
出
乎
情
性
。
情
性
之
理
、
甚
微
而
玄
。
非
聖
人
之
察
、
其
孰
能
究
之
哉
。
凡
有
血
氣
者
、
莫
不
含
元
一
以
爲
質
、
稟
陰
陽
以
立
性
、
體
五
行
而
著
形
。
苟
有
形
質
、
猶
可

即
而
求
之
。
凡
人
之
質
量
、
中
和
最
貴
矣
。
中
和
之
質
、
必
平
淡
無
味
。
故
能
調
成
五
材
、
變
化
應
節
。
是
故
、
觀
人
察
質
、
必
先
察
其
平
淡
、
而
後
求
其
聰
明
（
九
徴
篇
）。

（
12
）
注
（
4
）
所
掲
岡
村
論
文
は
、
劉
劭
が
王
充
『
論
衡
』
を
踏
ま
え
て
、
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
宿
命
的
に
持
っ
て
い
る
「
元
一
」（
元
氣
）
の
多
少
厚
薄
に
よ
っ
て
、
各
人
各
樣
の
「
質
」
が

固
定
化
さ
れ
る
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
13
）
西
順
臧
「
魏
の
君
子
た
ち
の
思
想
の
性
質
に
つ
い
て
」（『
一
橋
論
叢
』
三
六
―
六
、
一
九
五
六
年
十
二
月
、『
中
國
思
想
論
集
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
に
所
收
）。

（
14
）
物
生
有
形
、
形
有
神
精
。
能
知
精
神
、
則
窮
理
盡
性
。
性
之
所
盡
、
九
質
之
徵
也
。
然
則
、
平
陂
之
質
在
於
神
、
明
暗
之
實
在
於
精
、
勇
怯
之
勢
在
於
筋
、
彊
弱
之
植
在
於
骨
、
躁
靜
之

決
在
於
氣
、
慘
懌
之
情
在
於
色
、
衰
正
之
形
在
於
儀
、
態
度
之
動
在
於
容
、
緩
急
之
狀
在
於
言
。
其
為
人
也
、
質
素
平
澹
、
中
叡
外
朗
、
筋
勁
植
固
、
聲
清
色
懌
、
儀
正
容
直
、
則
九
徵



一
四

皆
至
、
則
純
粹
之
德
也
。
九
徵
有
違
、
則
偏
雜
之
材
也
。
三
度
不
同
、
其
德
異
稱
。
故
偏
至
之
材
、
以
材
自
名
。
兼
材
之
人
、
以
德
爲
目
。
兼
德
之
人
、
更
爲
美
號
。
是
故
、
兼
德
而

至
、
謂
之
中
庸
、
中
庸
也
者
、
聖
人
之
目
也
。
具
體
而
微
、
謂
之
德
行
、
德
行
也
者
、
大
雅
之
稱
也
。
一
至
、
謂
之
偏
材
、
偏
材
、
小
雅
之
質
也
。
一
徵
、
謂
之
依
似
、
依
似
、
亂
德

之
類
也
。
一
至
一
違
、
謂
之
間
雜
、
間
雜
、
無
恆
之
人
也
。
無
恆
、
依
似
、
皆
風
人
末
流
、
末
流
之
質
、
不
可
勝
論
、
是
以
略
而
不
概
也
（
九
徴
篇
）。

（
15
）
夫
學
所
以
成
材
也
、
恕
所
以
推
情
也
。
偏
材
之
性
、
不
可
移
轉
矣
。
雖
教
之
以
學
、
材
成
而
隨
之
以
失
。
雖
訓
之
以
恕
、
推
情
各
從
其
心
。
信
者
逆
信
、
詐
者
逆
詐
。
故
學
不
入
道
、

恕
不
周
物
。
此
偏
材
之
益
失
也
（
體
別
篇
）。 

（
16
）
侯
外
廬
「
玄
學
思
想
的
階
級
根
源
」（
侯
外
廬
等
著
『
中
國
思
想
通
史
』
第
三
卷
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
は
、
何
晏
・
曹
爽
・
鄧
颺
が
「
才
性
四
本
論
」
の
同
・
合
・
異
・

離
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、「
性
至
上
」
と
解
し
た
も
の
と
し
、
か
れ
ら
を
「
魏
宗
室
派
」
と
命
名
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
注
（
3
）
所
掲
多
田
論
文
は
、『
人
物
志
』
の
「
偏
材
之

性
、
不
可
移
轉
矣
」
と
い
う
記
述
に
集
約
さ
れ
る
劉
劭
の
性
に
關
す
る
考
え
方
を
「
性
至
上
」
論
と
見
な
す
。

（
17
）
凡
偏
材
之
性
、
二
至
以
上
、
則
至
質
相
發
、
而
令
名
生
矣
。
是
故
、
骨
直
氣
清
、
則
休
名
生
焉
。
氣
清
力
勁
、
則
烈
名
生
焉
。
勁
智
精
理
、
則
能
名
生
焉
。
智
直
彊
愨
、
則
任
名
生

焉
。
集
于
端
質
、
則
令
德
濟
焉
。
加
之
學
、
則
文
理
灼
焉
（
八
觀
篇
）。

（
18
）
骨
植
而
柔
者
、
謂
之
弘
毅
。
弘
毅
也
者
、
仁
之
質
也
。
氣
清
而
朗
者
、
謂
之
文
理
。
文
理
也
者
、
禮
之
本
也
。
體
端
而
實
者
、
謂
之
貞
固
。
貞
固
也
者
、
信
之
基
也
。
筋
勁
而
精
者
、

謂
之
勇
敢
。
勇
敢
也
者
、
義
之
決
也
。
色
平
而
暢
者
、
謂
之
通
微
。
通
微
也
者
、
智
之
原
也
。
五
質
恆
性
、
故
謂
之
五
常
矣
（
九
徴
篇
）。
な
お
、
八
觀
篇
の
「
智
直
彊
愨
」
に
つ
い

て
、
伏
俊
璉
『
人
物
志
譯
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
智
・
仁
・
勇
・
信
の
四
つ
に
該
當
す
る
も
の
と
解
釋
す
る
。

（
19
）
至
質
・
五
質
は
と
も
に
「
質
」
字
を
含
む
た
め
紛
ら
わ
し
い
が
、
前
者
は
九
質
の
こ
と
で
あ
り
、
言
わ
ば
五
質
の
根
源
と
な
る
。
注
（
9
）
所
掲
多
田
譯
書
は
、「
偏
至
之
材
、
以
材

自
名
。
兼
材
之
人
、
以
德
爲
目
。
兼
德
之
人
、
更
爲
美
號
。
是
故
、
兼
德
而
至
、
謂
之
中
庸
、
中
庸
也
者
、
聖
人
之
目
也
。
具
體
而
微
、
謂
之
德
行
、
德
行
也
者
、
大
雅
之
稱
也
。
一

至
、
謂
之
偏
材
、
偏
材
、
小
雅
之
質
也
」
と
い
う
九
徴
篇
の
内
容
に
つ
い
て
、「
偏
頗
な
人
材
」（
偏
材
・
偏
至
之
材
）
は
德
と
關
わ
り
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
後
文
の

「
一
至0

謂
之
偏
材
」
で
は
、
何
か
一
つ
の
德
を
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
劉
劭
の
論
旨
が
前
後
一
貫
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
九
質
の
一
至
を
有
す
る
の
が

「
偏
材
」
で
あ
る
。
複
數
を
有
し
て
作
用
し
合
う
こ
と
で
、
や
が
て
德
へ
と
繫
が
る
の
だ
か
ら
、
ま
だ
德
を
成
し
得
て
い
な
い
存
在
と
言
え
る
。
ゆ
え
に
、
多
田
が
「
一
至
」
を
「
一

德
を
致
し
え
た
も
の
」
と
譯
す
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
20
）『
人
物
志
』
流
業
篇
に
、「
蓋
人
流
之
業
、
十
有
二
焉
、
有
清
節
家
、
有
法
家
、
有
術
家
、
有
國
體
、
有
器
能
、
有
臧
否
、
有
伎
倆
、
有
智
意
、
有
文
章
、
有
儒
學
、
有
口
辨
、
有
雄

傑
。
若
夫
德
行
高
妙
、
容
止
可
法
、
是
謂
清
節
之
家
、
延
陵
・
晏
嬰
是
也
。
建
法
立
制
、
彊
國
富
人
、
是
謂
法
家
、
管
仲
・
商
鞅
是
也
。
思
通
道
化
、
策
謀
奇
妙
、
是
謂
術
家
、
范
蠡

・
張
良
是
也
。
兼
有
三
材
、
三
材
皆
備
、
其
德
足
以
厲
風
俗
、
其
法
足
以
正
天
下
、
其
術
足
以
謀
廟
勝
、
是
謂
國
體
、
伊
尹
・
呂
望
是
也
。
兼
有
三
材
、
三
材
皆
微
、
其
德
足
以
率
一

國
、
其
法
足
以
正
鄉
邑
、
其
術
足
以
權
事
宜
、
是
謂
器
能
、
子
産
・
西
門
豹
是
也
。
兼
有
三
材
之
別
、
各
有
一
流
。
清
節
之
流
、
不
能
弘
恕
、
好
尚
譏
訶
、
分
別
是
非
、
是
謂
臧
否
、

子
夏
之
徒
是
也
。
法
家
之
流
、
不
能
創
思
圖
遠
、
而
能
受
一
官
之
任
、
錯
意
施
巧
、
是
謂
伎
倆
、
張
敞
・
趙
廣
漢
是
也
。
術
家
之
流
、
不
能
創
制
垂
則
、
而
能
遭
變
用
權
、
權
智
有

餘
、
公
正
不
足
、
是
謂
智
意
、
陳
平
・
韓
安
國
是
也
。
凡
此
八
業
、
皆
以
三
材
爲
本
。
故
雖
波
流
分
別
、
皆
爲
輕
事
之
材
也
。
能
屬
文
著
述
、
是
謂
文
章
、
司
馬
遷
・
班
固
是
也
。
能

傳
聖
人
之
業
、
而
不
能
幹
事
施
政
、
是
謂
儒
學
、
毛
公
・
貫
公
是
也
。
辯
不
入
道
、
而
應
對
資
給
、
是
謂
口
辯
、
樂
毅
・
曹
丘
生
是
也
。
膽
力
絶
衆
、
才
略
過
人
、
是
謂
驍
雄
、
白
起

・
韓
信
是
也
。
凡
此
十
二
材
、
皆
人
臣
之
任
也
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
の
十
二
種
の
業
は
材
能
篇
で
も
觸
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
で
は
「
驍
雄
」
を
「
豪
傑
」
と
し
て
い
る
。

（
21
）「
性
」
や
曹
魏
以
降
に
導
入
さ
れ
た
九
品
中
正
の
名
稱
に
も
含
ま
れ
る
「
品
」
と
は
、
先
天
的
・
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
の
こ
と
で
あ
り
、「
才
」
と
は
後
天
的
な
能
力
を
指
す
。
漢
代
の

官
僚
登
用
の
常
擧
で
あ
っ
た
孝
廉
は
、
言
わ
ば
「
性
」
と
「
才
」
と
が
結
び
つ
く
こ
と
を
前
提
と
し
、「
性
」
が
善
で
あ
れ
ば
官
僚
と
し
て
の
能
力
を
有
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
渡
邉
義
浩
「
九
品
中
正
制
度
と
性
三
品
説
」（『
三
國
志
研
究
』
一
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、『
西
晉
「
儒
教
國
家
」
と
貴
族
制
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年



一
五

所
收
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）
注
（
16
）
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
劉
劭
の
才
性
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
侯
外
廬
と
多
田
狷
介
は
、「
性
至
上
」
論
と
い
う
立
場
を
と
る
。
本
稿
は
、
少
な
く
と
も
流
業
篇
に
お
い
て
は
、

德
行
と
い
う
性
を
才
に
組
み
込
む
も
の
と
し
、「
才
性
四
本
論
」
の
「
同
」
に
近
い
も
の
と
見
な
す
。「
才
性
四
本
論
」
に
つ
い
て
は
、
唐
長
孺
「
魏
晉
才
性
論
的
政
治
意
義
」（『
魏
晉

南
北
朝
史
論
叢
』、
三
聯
書
店
、
一
九
五
五
年
に
所
收
）
と
岡
村
繁
「「
才
性
四
本
論
」
の
性
格
と
成
立 

―
あ
わ
せ
て
唐
長
孺
氏
の
「
魏
晉
才
性
論
的
政
治
意
義
」
を
駁
す
」（『
名
古

屋
大
學
文
學
部
研
究
論
集
』
二
八
、
一
九
六
二
年
三
月
）
の
論
爭
が
あ
り
、
岡
村
は
「
才
性
四
本
論
」
の
編
纂
時
期
を
、
嘉
平
元
（
二
四
九
）
年
か
ら
嘉
平
三
（
二
五
一
）
年
ご
ろ
と

推
定
す
る
。
同
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
曹
魏
に
お
け
る
「
才
性
四
本
論
」
の
展
開
」（『W
ased

a R
ilas Jou

rn
al

』N
o.6

、
二
〇
一
八
年
十
月
）
も
參
照
。

（
23
）「
清
節
家
」
を
「
法
家
」
や
「
術
家
」
よ
り
優
位
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
（
5
）
所
掲
東
川
論
文
が
言
及
し
て
お
り
、
君
主
の
「
主
德
」
の
前
に
は
「
清
節
家
」
の
「
德
」
も
、

法
家
の
制
定
す
る
「
法
」
も
同
じ
位
置
づ
け
を
與
え
て
い
る
こ
と
、
德
治
と
法
治
が
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
て
全
く
別
の
機
能
を
受
け
持
つ
、
た
だ
の
政
治
手
法
・
政
治
技
術
と
し

て
の
み
捉
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
24
）
明
帝
の
政
治
は
法
刑
重
視
で
、
曹
魏
に
仕
え
た
衞
瓘
は
そ
れ
が
特
に
嚴
し
か
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
（『
晉
書
』
卷
三
十
六 

衞
瓘
傳
）。
ま
た
、
曹
魏
・
西
晉
の
官
僚
で
あ
っ
た
傅
玄

は
、
自
著
『
傅
子
』
の
中
で
曹
操
・
曹
丕
・
曹
叡
三
代
を
總
括
し
て
、
そ
の
政
治
を
批
判
し
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
傅
玄
『
傅
子
』
の
治
國
・
人
事
思
想
」（『
三
國
志
研
究
』
一

二
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
を
參
照
。

（
25
）『
人
物
志
』
利
害
篇
に
、「
夫
清
節
之
業
、
著
于
儀
容
、
發
於
德
行
。
未
用
而
章
、
其
道
順
而
有
化
。
故
其
未
達
也
、
爲
衆
人
之
所
進
。
既
達
也
、
爲
上
下
之
所
敬
。
其
功
足
以
激
濁
揚

清
、
師
範
僚
友
。
其
爲
業
也
、
無
弊
而
常
顯
、
故
爲
世
之
所
貴
」
と
あ
る
。

（
26
）
參
考
ま
で
に
全
文
を
載
せ
る
と
、「
法
家
之
業
、
本
于
制
度
、
待
乎
成
功
而
效
。
其
道
前
口
而
後
治
、
嚴
而
爲
衆
。
故
其
未
達
也
、
爲
衆
人
之
所
忌
。
已
試
也
、
爲
上
下
之
所
憚
。
其

功
足
以
立
法
成
治
。
其
弊
也
、
爲
群
枉
之
所
讎
。
其
爲
業
也
、
有
敝
而
不
常
用
、
故
功
大
而
不
終
。
術
家
之
業
、
出
於
聰
思
、
待
於
謀
得
而
章
。
其
道
先
微
而
後
著
、
精
而
且
玄
。
其

未
達
也
、
爲
衆
人
之
所
不
識
。
其
用
也
、
爲
明
主
之
所
珍
。
其
功
足
以
運
籌
通
變
。
其
退
也
、
藏
於
隱
微
。
其
爲
業
也
、
奇
而
希
用
、
故
或
沉
微
而
不
章
」
と
あ
る
。

（
27
）
臧
否
之
業
、
本
乎
是
非
、
其
道
廉
而
且
砭
。
故
其
未
達
也
、
爲
衆
人
之
所
識
。
已
達
也
、
爲
衆
人
之
所
稱
。
其
功
足
以
變
察
是
非
、
其
蔽
也
、
爲
詆
訶
之
所
怨
。
其
爲
業
也
、
峭
而
不

裕
、
故
或
先
得
而
後
離
衆
（
利
害
篇
）。 

（
28
）
十
五
年
春
、
下
令
曰
、
…
…
若
必
廉
士
而
後
可
用
、
則
齊
桓
其
何
以
霸
世
。
今
天
下
得
無
有
被
褐
懷
玉
而
釣
于
渭
濱
者
乎
。
又
得
無
盜
嫂
受
金
而
未
遇
無
知
者
乎
。
二
三
子
其
佐
我
明

揚
仄
陋
、
唯
才
是
舉
。
吾
得
而
用
之
（『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀
）。

（
29
）
渡
邉
義
浩
「
三
國
時
代
に
お
け
る
「
文
學
」
の
政
治
的
宣
揚 

―
六
朝
貴
族
制
形
成
史
の
視
點
か
ら
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
四
―
三
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、『「
古
典
中
國
」
に
お

け
る
文
學
と
儒
教
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
に
所
收
）。
ま
た
、
唯
才
主
義
へ
の
批
判
は
劉
劭
だ
け
で
な
く
、「
才
性
四
本
論
」
に
攜
わ
っ
た
傅
嘏
・
鍾
會
や
、
傅
玄
も
行
っ
て
い

る
。
詳
し
く
は
、
注
（
22
）
お
よ
び
注
（
24
）
所
掲
の
拙
稿
を
參
照
。

（
30
）
夫
官
才
用
人
、
國
之
柄
也
、
故
銓
衡
專
於
臺
閣
、
上
之
分
也
、
孝
行
存
乎
閭
巷
、
優
劣
任
之
鄕
人
、
下
之
敍
也
。
夫
欲
清
教
審
選
、
在
明
其
分
敍
、
不
使
相
渉
而
已
（『
三
國
志
』
卷

九 

夏
侯
尚
傳
附
夏
侯
玄
傳
）。

（
31
）
一
曰
、
察
譽
有
偏
頗
之
繆
。
二
曰
、
接
物
有
愛
惡
之
惑
。
三
曰
、
度
心
有
大
小
之
誤
。
四
曰
、
品
質
有
早
晚
之
疑
。
五
曰
、
變
類
有
同
體
之
嫌
。
六
曰
、
論
材
有
申
壓
之
詭
。
七
曰
、

觀
奇
有
二
尤
之
失
。
夫
采
訪
之
要
、
不
在
多
少
。
然
徴
質
不
明
者
、
信
耳
而
不
敢
信
目
。
故
人
以
爲
是
、
則
心
隨
而
明
之
。
人
以
爲
非
、
則
意
轉
而
化
之
。
雖
無
所
嫌
、
意
若
有
疑
。

且
人
察
物
、
亦
自
有
誤
、
愛
憎
兼
之
、
其
情
萬
原
。
不
暢
其
本
、
胡
可
必
信
。
是
故
、
知
人
者
以
目
正
耳
。
不
知
人
者
以
耳
敗
目
。
故
州
閭
之
士
、
皆
譽
皆
毀
、
未
可
爲
正
也
（
七
繆

篇
）。
引
用
箇
所
の
「
意
若
有
疑
」
に
つ
い
て
、
底
本
に
は
「
意
若
不
疑
」
と
あ
る
が
、
劉
昞
注
に
、「
信
毀
譽
者
、
心
雖
無
嫌
、
意
固
疑
矣
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
岡
村
繁



一
六

「
人
物
志
劉
注
校
箋
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
二
五
、
一
九
六
一
年
三
月
）
は
、「
案
不
、
疑
当
作
有
」
と
す
る
。
今
こ
れ
に
従
っ
て
改
め
た
。

（
32
）
然
則
雋
傑
者
、
衆
人
之
尤
也
。
聖
人
者
、
衆
尤
之
尤
也
。
其
尤
彌
出
者
、
其
道
彌
遠
。
故
一
國
之
雋
、
於
州
爲
輩
、
未
得
爲
第
也
。
一
州
之
第
、
於
天
下
爲
椳
。
天
下
之
椳
、
世
有
優

劣
。
是
故
、
衆
人
之
所
貴
、
各
貴
其
出
己
之
尤
、
而
不
貴
尤
之
所
尤
。
是
故
、
衆
人
之
明
、
能
知
輩
士
之
數
、
而
不
能
知
第
目
之
度
。
輩
士
之
明
、
能
知
第
目
之
度
、
不
能
識
出
尤
之

良
也
。
出
尤
之
人
、
能
知
聖
人
之
教
、
不
能
究
之
入
室
之
奧
也
。
由
是
論
之
、
人
物
之
理
妙
、
不
可
得
而
窮
已
（
七
繆
篇
）。

（
33
）
伏
俊
璉
訳
書
は
注
（
18
）、
多
田
訳
書
は
注
（
9
）
を
参
照
。
伏
俊
璉
・
多
田
兩
氏
の
解
釋
に
基
づ
け
ば
、
こ
こ
は
、
郡
國
の
俊
英
が
た
だ
ち
に
天
下
の
樞
要
を
擔
う
人
材
た
り
得
な

い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
中
正
官
の
鑑
識
眼
や
、
そ
れ
ら
に
鑑
定
さ
れ
た
人
材
の
限
界
を
示
す
も
の
と
な
る
。

（
34
）『
文
選
』
卷
五
十 
沈
休
文
「
恩
倖
傳
論
」
注
引
『
傅
子
』
に
、「
魏
司
空
羣
始
立
九
品
之
制
、
郡
置
中
正
、
評
次
人
才
之
高
下
、
各
爲
輩
目
。
州
置
州
都
、
而
總
其
義
」
と
あ
り
、
郡

中
正
が
「
輩
」
を
爲
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
輩
」
に
つ
い
て
は
、
矢
野
主
税
「
状
の
研
究
」（『
史
學
雜
誌
』
七
六
―
二
、
一
九
六
七
年
二
月
）
を
參
照
。

（
35
）
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究 

科
擧
前
史
』（
東
洋
史
研
究
會
、
一
九
五
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
司
馬
懿
は
正
始
年
間
（
二
四
〇
～
二
四
九
）
に
州
大
中
正
（
州
都
）
を
設
け
た
と
さ

れ
る
。
一
方
、
正
始
年
間
の
司
馬
懿
と
夏
侯
玄
の
對
話
に
、「
自
州
郡
中
正
品
度
官
才
之
來
、
有
年
載
矣
」（『
三
國
志
』
卷
九 

夏
侯
尚
傳
附
夏
侯
玄
傳
）
と
あ
り
、
州
や
郡
に
以
前
か

ら
中
正
官
が
置
か
れ
た
と
思
し
き
記
述
も
あ
る
。
宮
崎
は
「
州
郡
」
を
單
に
地
方
の
意
味
に
と
っ
て
前
述
の
結
論
を
提
示
す
る
が
、
正
始
の
直
前
に
當
た
る
青
龍
・
景
初
年
間
に
お
い

て
、
す
で
に
州
レ
ベ
ル
で
人
物
比
較
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
得
る
。

（
36
）『
三
國
志
』
卷
二
十
二 

盧
毓
傳
に
、「
前
此
諸
葛
誕
・
鄧
颺
等
馳
名
譽
、
有
四
聰
八
達
之
誚
、
帝
疾
之
。
時
擧
中
書
郎
、
詔
曰
、
得
其
人
與
否
、
在
盧
生
耳
。
選
擧
莫
取
有
名
。
名
如

畫
地
作
餅
、
不
可
啖
也
。
毓
對
曰
、
名
不
足
以
致
異
人
、
而
可
以
得
常
士
。
常
士
畏
教
慕
善
、
然
後
有
名
、
非
所
當
疾
也
。
愚
臣
既
不
足
以
識
異
人
、
又
主
者
正
以
循
名
案
常
爲
職
、

但
當
有
以
驗
其
後
。
…
…
」
と
あ
る
。
明
帝
は
諸
葛
誕
・
鄧
颺
ら
を
「
浮
華
」
と
呼
ん
で
抑
黜
し
た
。
盧
毓
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
范
陽
の
盧
氏
に
つ
い
て 

―
盧
植
・
盧
毓
と
漢
魏

交
代
期
の
政
治
・
文
化
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
五
―
一
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
を
參
照
。

（
37
）
こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
た
の
が
『
都
官
考
課
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
今
に
傳
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
對
す
る
傅
嘏
・
崔
林
・
杜
恕
ら
の
批
判
だ
け
が
殘
る
。『
都
官
考
課
』
に
つ
い

て
は
、
注
（
3
）
所
掲
多
田
論
文
、
お
よ
び
東
川
祥
丈
「
劉
劭
『
都
官
考
課
』
と
そ
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
二
六
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
を
參
照
。

（
38
）
一
流
之
人
、
能
識
一
流
之
善
。
二
流
之
人
、
能
識
二
流
之
美
。
盡
有
諸
流
、
則
亦
能
兼
達
衆
材
。
故
兼
材
之
人
、
與
國
體
同
。
欲
觀
其
一
隅
、
則
終
朝
足
以
識
之
。
將
究
其
詳
、
則
三

日
而
後
足
（
接
識
篇
）。

（
39
）
洪
飴
孫
『
三
國
職
官
表
』（
熊
方
等
撰
・
劉
祜
仁
點
校
『
後
漢
三
國
志
補
表
三
十
種 

下
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
に
所
收
）
に
よ
れ
ば
、
郡
に
置
か
れ
た
中
正
は
、
定
員
一
名
の

八
品
官
で
あ
る
。

（
40
）
凡
此
之
能
、
皆
偏
材
之
人
也
。
故
或
能
言
而
不
能
行
、
或
能
行
而
不
能
言
。
至
於
國
體
之
人
、
能
言
能
行
、
故
爲
衆
材
之
雋
也
。
人
君
之
能
異
於
此
、
故
臣
以
自
任
爲
能
、
君
以
用
人

爲
能
。
臣
以
能
言
爲
能
、
君
以
能
聽
爲
能
。
臣
以
能
行
爲
能
、
君
以
能
賞
罰
爲
能
。
所
能
不
同
、
故
能
君
衆
材
也
（
材
能
篇
）。

（
41
）
主
德
者
、
聰
明
平
淡
、
総
達
衆
材
而
不
以
事
自
任
者
也
。
是
故
、
主
道
立
、
則
十
二
材
各
得
其
任
也
。
…
…
是
謂
、
主
道
得
而
臣
道
序
、
官
不
易
方
而
太
平
用
成
。
若
道
不
平
淡
、
與

一
材
同
用
好
、
則
一
材
處
權
、
而
衆
材
失
任
矣
（
流
業
篇
）。

（
42
）
明
帝
の
宮
殿
造
營
と
奢
侈
に
つ
い
て
は
、
福
原
啓
郎
「
三
國
魏
の
明
帝 

―
奢
靡
の
皇
帝
の
實
像
―
」（『
古
代
文
化
』
五
二
―
八
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
、『
魏
晉
政
治
社
會
史
研
究
』、

京
都
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
二
年
に
所
收
）
に
詳
し
い
。

    


